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金
持
ち
の
子
供
の
よ
う
で
贅
沢

　

鴻
海
精
密
工
業

（
以
下
、
鴻
海
）
傘

下
で
再
建
を
進
め
て
い
る
シ
ャ
ー
プ
の
業
績

が
、
着
実
に
回
復
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

２
０
１
７
年
4
月
28
日
に
発
表
さ
れ
る
予

定
の
２
０
１
７
年
度
通
期
連
結
業
績
の
見

通
し
は
、
営
業
利
益
お
よ
び
経
常
利
益

で
の
黒
字
化
を
予
想
。
最
終
黒
字
は
来
年

度
以
降
に
持
ち
越
し
た
も
の
の
、
す
で
に

第
３
四
半
期(

２
０
１
６
年
10
～
12
月)

に

は
最
終
黒
字
に
転
換
し
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
度
に
は
、
４
４
８
億
円
の
営

業
赤
字
と
、
２
２
２
３
億
円
の
最
終
赤
字

を
計
上
し
て
い
た
同
社
が
、
こ
こ
ま
で
回

復
し
た
の
に
は
、
鴻
海
ナ
ン
バ
ー
２
の
戴
正

呉
氏
を
社
長
に
据
え
て
取
り
組
ん
だ
鴻
海

流
と
も
言
え
る
経
営
手
法
が
、
背
景
に

あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

鴻
海
流
の
取
り
組
み
の
1
つ
目
が
、
無

駄
の
排
除
だ
。
社
長
就
任
前
に
戴
氏
は
、

「
シ
ャ
ー
プ
は
金
持
ち
の
子
供
の
よ
う
で

贅
沢
」
と
発
言
。
コ
ス
ト
意
識
の
低
さ
が
、

経
営
を
悪
化
さ
せ
た
か
を
指
摘
し
た
。

　

３
月
13
日
に
大
阪
府
堺
市
の
同
社
本
社

で
行
な
わ
れ
た
会
見
で
も
、
戴
氏
は
、
本

社
入
口
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
指
さ
し
な

が
ら
、
「こ
こ
に
こ
れ
が
必
要
な
の
か
」
と

苦
言
。
加
え
て
、
前
日
に
来
日
し
た
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
王
が
、
専
用
機
か
ら
降
り

る
際
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
タ
ラ
ッ
プ
を
使

用
し
た
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
「こ
こ
は
シ

ャ
ー
プ
で
あ
っ
て
、
サ
ウ
ジ
で
は
な
い
」
な

ど
と
、
強
い
口
調
で
批
判
し
た
。

　
　

戴
氏
に
よ
る
と
、
８
月
の
社
長
就
任

以
降
、
３
０
０
万
円
以
上
の
案
件
は
総
て

自
ら
が
決
済
。
「こ
の
半
年
間
で
約
２
０
０

０
件
を
決
裁
し
て
来
た
」
と
言
う
。

　

「最
初
の
２
カ
月
の
合
格
率
は
20
％
以
下
。

今
で
は
7
～
8
割
へ
と
合
格
率
が
高
ま
っ

て
い
る
」
と
す
る
よ
う
に
、
何
が
必
要
な

投
資
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
鴻
海
流
の

決
裁
判
断
を
基
に
社
内
に
浸
透
さ
せ
て
来

た
。
戴
氏
に
よ
れ
ば
、
判
断
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「こ
の
投
資
が
必
要
な
の
か
」
「そ
れ
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と
い

う
２
点
。
範
を
示
し
な
が
ら
投
資
に
対
す

る
こ
れ
ま
で
の
甘
さ
を
認
識
さ
せ
、
そ
れ

を
改
善
さ
せ
て
い
る
。

　

「過
去
に
も
一
時
的
に
経
営
数
値
が
良

化
し
、
そ
の
後
赤
字
に
陥
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
今
と
過
去
と
違
う
の
は
、
多
額
の

減
損
が
発
生
す
る
よ
う
な
案
件
を
精
査

せ
ず
に
決
裁
し
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
カ

ン
パ
ニ
ー
長
に
も
決
裁
を
任
せ
な
い
こ
と
」

と
、
投
資
に
対
す
る
意
識
改
革
の
観
点
か

ら
、
今
回
の
黒
字
化
が
一
時
的
な
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
見
せ
た
。
実
際
、

投
資
削
減
で
は
僅
か
半
年
間
で
３
０
０
億

円
の
効
果
が
出
て
い
る
と
言
う
。

　

そ
し
て
、
「
過
去
７
年
間
の
シ
ャ
ー
プ
の

問
題
は
社
長
の
問
題
。
過
去
の
経
営
陣
が

結
ん
だ
契
約
に
は
、
不
平
等
な
も
の
が
多
い
。

多
額
の
減
損
が
必
至
な
契
約
を
結
ん
だ
人

達
に
責
任
が
な
い
の
は
お
か
し
い
。
サ
イ
ン

は
ル
ー
ル
で
は
な
く
責
任
で
あ
る
。
私
は

簡
単
に
は
契
約
を
し
な
い
」
な
ど
と
、
厳

し
い
口
調
で
指
弾
し
た
。

　

二
つ
目
は
、
信
賞
必
罰
の
人
事
制
度
の

導
入
だ
。
こ
れ
は
、
戴
氏
が

「普
遍
な
経

営
ポ
リ
シ
ー
」
と
位
置
づ
け
る
鴻
海
流
経

営
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
基
本
方
針
は
、
「成

果
を
挙
げ
た
人
に
し
っ
か
り
と
報
い
る
」

と
し
、
同
時
に
、
「
優
秀
な
人
材
や
若
手

人
材
の
活
躍
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
へ
と

改
革
し
、
年
齢
構
成
を
是
正
す
る
」
と
い

う
狙
い
も
含
ま
れ
る
。

　

新
た
に
発
表
し
た
今
年
度
の
賞
与
は
、

前
年
度
の
年
間
2
カ
月
分
か
ら
拡
大
し
、

４
カ
月
分
を
原
資
に
設
定
。
業
績
貢
献
に

応
じ
て
最
大
８
カ
月
か
ら
最
低
1
カ
月
で

分
配
、
最
大
で
８
倍
の
格
差
を
つ
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
特
に
秀
で
た
社
員
に
は
、
社
長

特
別
賞
を
支
給
。
「
１
、
２
万
円
程
度
の

の
も
の
で
は
な
い
。
び
っ
く
り
す
る
額
」(

戴

氏)

で
、
３
月
24
日
に
は
約
５
０
０
人
が
社

長
特
別
賞
の
対
象
に
な
っ
た
と
言
う
。

　

ま
た
、
３
月
31
日
に
は

「
感
謝
の
印
」

IV

「本
社
入
口
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
無
用
」
と
バ
ッ
サ
リ

Ｉ
Ｔ
／
電
機
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　

   

大
河
原
克
行

   〝
鴻
海
流
〞
で
復
活
挑
む

　
　
　
　
　
　
　

シ
ャ
ー
プ
の
胸
突
き
八
丁
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と
し
て
、
国
内
に
勤
務
す
る
１
万
９
０
０
０

人
の
社
員
に
対
し
て
、
一
律
３
０
０
０
円

を
支
給
。
構
造
改
革
に
一
定
の
目
途
が
つ

き
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
な
が
ら
、
「年
度

末
に
当
た
っ
て
、
社
員
に
具
体
的
な
形
で

感
謝
の
気
持
ち
を
示
し
た
い
」
と
、
そ
の

理
由
を
説
明
。
こ
こ
に
も
信
賞
必
罰
の
人

事
制
度
の
一
端
を
見
せ
た
。

　

加
え
て
、
「入
社
間
も
な
い
新
入
社
員
に

も
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
仕
事
に
挑
戦
す
る

機
会
を
提
供
し
、
優
秀
者
に
は
入
社
半

年
後
で
も
大
幅
な
給
与
引
き
上
げ
を
行

な
う
」
と
し
、
能
力
と
責
任
、
貢
献
次

第
で
は
、
新
入
社
員
で
も
月
額
５
万
円
昇

給
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
金

銭
で
報
い
る
こ
の
制
度
は
日
本
に
は
馴
染

み
が
な
い
ば
か
り
か
、
成
果
を
挙
げ
て
い

な
い
人
に
は
厳
し
い
人
事
制
度
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
戴
氏
は
、
「
去
っ
て
い
く
人
は
構

わ
な
い
。
今
の
経
営
陣
と
一
緒
に
や
り
た

い
と
思
う
人
が
残
れ
ば
い
い
。
シ
ャ
ー
プ
に

は
白
髪
交
じ
り
の
人
が
多
か
っ
た
が
、
平

均
年
齢
を
45
～
46
歳
程
度
に
是
正
し
た

い
」
と
言
い
切
る
。

　

こ
こ
で
敢
え
て

「
是
正
」
と
い
う
言
葉

を
使
う
と
こ
ろ
に
も
、
平
均
年
齢
が
高
い

現
状
の
構
造
は
最
適
で
は
な
い
と
い
う
意

識
が
伺
わ
れ
る
。

　

３
つ
目
が
、
鴻
海
と
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
に

よ
る
改
革
だ
。
す
で
に
、
こ
れ
ら
に
よ
る

費
用
削
減
で
３
７
０
億
円
の
効
果
を
発
揮

し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
世
界
最
大
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（電

子
機
器
受
託
生
産
）
の
生
産
拠
点
を
利

用
し
た
生
産
コ
ス
ト
削
減
効
果
や
、
物
流

面
で
も
鴻
海
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
用
す
る
こ
と
で
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
効

果
が
図
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
鴻
海
の
資
本
力
を
生
か
し
た

驚
く
べ
き
一
手
も
打
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

旧
経
営
体
制
で
は
経
営
不
振
の
打
開
策
と

し
て
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の
Ｕ
Ｍ
Ｃ
に
、
シ
ャ
ー
プ
・

ブ
ラ
ン
ド
を
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
す
る
契
約

を
締
結
。
シ
ャ
ー
プ
は
欧
州
市
場
か
ら
は

事
実
上
の
撤
退
を
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

鴻
海
傘
下
に
入
っ
て
か
ら
は
、
Ｕ
Ｍ
Ｃ
の
株

式
を
56
・
７
％
取
得
し
逆
に
子
会
社
化
す

る
と
い
う
大
胆
な
手
を
打
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
Ｕ
Ｍ
Ｃ
を
通
じ
て
、
欧
州
市

場
向
け
に
シ
ャ
ー
プ
製
品
を
直
接
販
売
で

き
る
体
制
を
作
り
上
げ
た
。
ま
た
、
ス
イ

ス
の
複
写
機
販
売
会
社

「フ
リ
ッ
ツ
・
シ
ュ

ー
マ
ッ
ハ
ー
」
を
新
た
に
買
収
、
欧
州
に
お

け
る
複
写
機
の
販
売
体
制
も
強
化
し
た
。

　

こ
う
し
た
Ｍ
＆
Ａ
戦
略
も
、
鴻
海
傘
下

な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
言
え
る
も
の
だ
。

そ
の
点
で
は
、
今
後
、
米
国
市
場
向
け
の

テ
レ
ビ
販
売
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス
供
与
す
る

中
国
・
ハ
イ
セ
ン
ス
と
の
契
約
見
直
し
が
ど

う
な
る
の
か
か
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
で
先
進
国
で
な
い

　

「経
営
は
難
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
も
の
で
あ
る
。
ハ
イ
セ
ン
ス
と
の
話
し
合

い
も
、
ネ
ゴ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
。
頑
張

れ
ば
で
き
る
と
い
っ
た
気
持
ち
を
持
っ
て
い

る
」
と
戴
氏
は
意
欲
を
見
せ
る
が
、
交
渉

は
難
航
し
て
い
る
模
様
だ
。
だ
が
、
こ
れ

が
実
現
す
れ
ば
、
欧
米
市
場
で
自
社
展
開

で
き
る
地
盤
が
再
び
整
う
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
に
つ
い
て
戴
氏
は
、
「
家
電
メ
ー
カ

ー
か
ら
Ｉ
ｏ
Ｔ
（モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

企
業
に
変
え
た
い
」
と
し
、
「
人
に
寄
り

添
う
Ｉ
ｏ
Ｔ
企
業
」
を
目
指
す
と
い
う
。

　

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
核
は
家
電
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
コ
ン

テ
ン
ツ
、
Ａ
Ｉ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
エ
コ
シ
ス
テ
ム
で
、
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
り
上
げ
た
い
」
と
語
る
。

　

先
頃
、
中
国
・
深
セ
ン
の
鴻
海
の
開
発

拠
点
の
隣
に
、
商
品
開
発
セ
ン
タ
ー
を
新

設
し
た
が
、
「
日
本
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
活
用
で
は

先
進
国
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
す

べ
き
」
と
指
摘
し
な
が
ら
、
「
Ｉ
ｏ
Ｔ
を
原

動
力
と
し
た
ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム
、
ス
マ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
、
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
成
長

さ
せ
る
。
こ
こ
で
は
、
鴻
海
と
の
連
携
が

重
要
に
な
る
」
と
語
る
。

　

戴
氏
は
、
昨
年
８
月
の
就
任
以
来
の
経

営
の
自
己
採
点
を

「10
点
満
点
中
６
点
」

と
語
る
。
日
本
は
合
格
点
だ
が
、
海
外
が

不
合
格
と
い
う
の
が
理
由
。
２
０
１
７
年

度
は
海
外
事
業
に
メ
ス
を
入
れ
る
考
え
だ
。

現
在
の
経
営
数
値
の
改
善
と
、
社
員
の
意

識
が
変
化
し
て
い
る
点
を
見
れ
ば
、
鴻
海

流
の
経
営
は
、
シ
ャ
ー
プ
の
再
生
に
結
び
つ

き
つ
つ
あ
る
と
も
言
え
る
。
だ
が
、
人
材

流
出
は
止
ま
っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
通
年

採
用
や
第
2
新
卒
の
採
用
を
拡
大
。
２
０

１
８
年
４
月
の
採
用
者
は
、
２
０
１
７
年
４

月
に
比
べ
倍
増
す
る
計
画
も
発
表
し
、
血

の
入
れ
替
え
も
促
進
し
て
い
る
。

　

鴻
海
に
よ
る
再
生
は
、
日
本
の
企
業
の

常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
大
手
術

の
真
っ
只
中
で
あ
る
。
手
術
室
か
ら
出
て

き
た
姿
は
、
こ
れ
ま
で
の
シ
ャ
ー
プ
と
は
全

く
違
う
姿
に
な
る
の
は
明
ら
か
だ
。

戴耀廷香港大准教授
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